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１ 総則 

この審査基準は、「上尾伊奈ごみ広域処理施設整備基本計画策定支援等業務公募型 

プロポーザル募集要領」（以下、「募集要領」という。）と一体のものとして、「上尾伊 

奈ごみ広域処理施設整備基本計画策定支援等業務プロポーザル方式評価委員会」（以 

下、「評価委員会」という。）が、契約候補者及び次点の契約候補者（以下、「契約候 

補者等」という。）を選定するにあたり、最も優れた提案を客観的に審査・選考する 

ための方法及び基準等を示すものである。 

２ 契約候補者の決定手順 

  上尾伊奈ごみ広域処理施設整備基本計画策定支援等業務の契約候補者等は、次の手 

順で提案内容等を総合的に審査して決定する。 

  

　■参加表明書等の提出

【事務局】

（４）プレゼンテーション審査

（３）書類審査

（１）資格審査 失格

（２）価格審査 失格

総合評価点が360点未満の場合

参加資格要件を満たさない場合

　■提案書等の提出

委託料限度額を上回る場合

（６）契約候補者等の選定

失格（５）審査結果（評価点）

【評価委員会】

提案者が5者を超えた場合は、書類審査に
より上位5者を選考し、その者を対象とし

てプレゼンテーション審査を実施する。
得点が180点未満の場合は失格とする。
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３ 資格審査 

参加者から提出された参加表明書等により、募集要領に示す参加資格をすべて満た 

しているかを確認し、参加資格を満たしていない場合は失格とする。 

４ 審査方法 

契約候補者等の選定は、事務局による資格審査及び価格審査を行った上で、評価委 

員会による書類審査、プレゼンテーション審査の総合評価により実施する。 

 なお、評価委員会は６名の委員から構成され、各委員１００点満点（１提案者につ 

き合計６００点満点）により評価する。 

（１）評価の概要及び配点 

 

（２）失格の取扱い 

①見積金額が募集要領に定める委託料限度額を超える場合は失格とする。 

     ②総合評価点の合計が満点の６０％（３６０点）未満の場合は失格とする。 

すべての提案者が６０％未満であった場合は、再公募することとする。 

評価
視点
の例

・業務を確実に遂行できる人員体制が整っているか
・参加資格に規定する同種業務の実績は十分か
・同種業務の実績から本業務に活かせる特徴があるか
・本業務に活かせる知識・経験（所有資格、業務経歴等）があるか

評価
視点
の例

・実施体制（管理体制、人員配置等）が本業務を適切に遂行できるものになっ
ているか
・実施体制について本業務の遂行に活かせる提案者の強みがあるか

評価
視点
の例

・本業務の業務内容を十分に理解しているか
・業務の実施方針と実施内容が具体的かつ実現性の高いものになっている
か
・検討委員会及び検討会議の運営計画について、環境影響評価等の他業務
のスケジュール感等を十分に認識し、具体的かつ実現性の高い提案となって
いるか

評価
視点
の例

・課題や留意事項の抽出が十分か
・抽出した課題や留意事項に関する理解が的確か
・具体的かつ実現性の高い対応方策が示されているか

評価
視点
の例

・経験や実例を踏まえた提案となっているか
・本業務や今後の施設整備にとって貢献度の高い提案か
・提案内容が実現可能なものとなっているか

評価
視点
の例

・提案内容の説明に説得力があり、理解しやすいものとなっているか
・本業務に対する取り組み意欲があるか
・質問に対する回答が明確かつ迅速で理解しやすいものとなっているか

審査方法 審査対
象

評価の概要 配点

書類審査

事業者及び技術者について

5

【テーマ３】課題や留意事項とその対応方策について

20

提案書

等

【テーマ１】実施体制について

10

【テーマ２】業務の実施方針、実施内容について

20

【テーマ４】独自提案について

15

価格審査 見積書 　１５×最低見積金額÷提案者の見積金額　（小数点以下、四捨五入） 15

プレゼンテー

ション審査

プレゼ

ンテー

ション

専門性、コミュニケーション能力及び取り組み意欲等

15

参加表

明書等
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（３）提案者が５者を超えた場合の取扱い 

     提案者が５者を超えた場合は、書類審査により各委員７０点満点（計４２０ 

点満点）で採点し、得点の合計により上位５者を選定する。プレゼンテーショ 

ン審査は、この上位５者のみを対象に実施する。 

なお、複数の者が同点となった場合は、委員の多数決により上位５者を決定 

する。 

また、得点の合計が１８０点未満の場合は失格とする。※書類審査の得点の 

合計が１８０点未満の場合、価格審査及びプレゼンテーション審査の評価点に 

関わらず、総合評価点において満点の６０％（３６０点）未満となるため。 

５ 契約候補者等の決定 

各委員の評価点を合計して総合評価点を算出し、評価委員会の審議を経て、総合評 

価点の最も高い者を契約候補者、次点の者を次点の契約候補者として選定する。 

 なお、総合評価点が最も高い者又は次点の者が複数いる場合は、以下の順位付け条 

件により契約候補者を決定する。 

 【順位付け条件】 

①：審査項目のうち、「書類審査」の評価点の合計が最も高い者 

②：①が複数いる場合は、審査項目のうち、「プレゼンテーション審査」の評価 

点の合計が最も高い者 

   ③：②が複数いる場合は、委員の多数決により決定する 


